
震四十二巻 第十朋
　　第四百九十二號

昭和三十九年九月一日登行

昭
和
灘
十
九
年
九
月
一
日
獲
行
（
毎
月
一
回
褒
行
）

書
評

ク
ワ
イ
ン
『
こ
と
ば
と
も
の
』
…
土

カ
ン
ト
に
お
け
る
自
我
の
問
題
と

　
内
官
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
…

芦

　　墾

翼

竺

蟹
1
響

お

け
る

1

山

は
美
術
に
影
響
し
た
か
一
：
…
：
…
：
植

屋

純

田

圃

疑剛幽多

贔 藏

京　都

　京

大　學　文　學　部　内

都　哲　學　旧

史
學
研
究
噺



京
都
哲
三
三
規
約

｝
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
飼
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
醤
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

　
8
　
毎
月
｝
回
會
誌
「
哲
漿
研
究
」
を
獲
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

臼
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
會
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
會
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
醐
書
館
・
其
他
の
圏
髄
は
囲
膿
の
名
を
以
て
入

記
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
倉
員
は
倉
費
と
し
て
年
　
、
五
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一、

A
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
駈
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
三
三
役
員

委
　
員
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京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
本
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
時
　
　
十
月
三
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
所
　
　
京
都
大
学
法
経
第
七
教
室

一
　
心
理
学
に
お
け
る
「
制
止
」
の
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察
…
…
京
都
大
学
助
教
授
　
本
　
吉
　
良
　
治

一　

�
j
に
お
け
る
行
為
と
反
省
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
：
：
京
都
大
学
教
授
　
島
　
　
　
芳
　
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
講
演
順
）

☆
右
終
了
後
楽
友
会
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
会
を
開
き
ま
す
。
（
会
費
三
七
〇
〇
円
）

☆
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
大
文
学
部
基
督
教
学
研
究
室
ま
で
御
申
出
下
さ
い
。



次
．

目号
…

前

輿
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
　
　
　
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

　
の
テ
ー
ゼ
（
完
）
　
…
…
：
：
．
…
辻
村
公
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
ベ
ー
ル
…
…
…
・
：
岩
　
坪
　
紹
　
夫

一
形
碕
上
学
的
悪
の
問
題
ー

ア
国
憲
数
翻
画
集
…
川
・
殖

一
断
片
集
を
中
心
と
し
て
i

西
耀
淳
酒
イ
…
…
・
…
…
野

田
又
夫

晃．…吹「

形
璽
学
的
存
奮
必
要
か
…
－
斑
町
回
ア
遡
二

神
の
意
志
（
完
）
…
…
…
…
…
…
：
・
山

ー
ー
ト
マ
ス
三
位
一
体
諭
に
お
け
る
ー

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
実
体
論
の
問
題
：
・
田

i
神
の
斜
造
に
お
け
る
そ
の
燕
盤
ー

ブ
ル
ト
マ
ン
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
…
…
辻

一
信
働
と
思
推
t

日
日昭

中
英
三

村
公
　
一
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十
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三
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一
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（
土
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午
後
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
所
　
　
京
都
大
学
法
経
第
七
教
室

一
　
心
理
学
に
お
け
る
「
制
止
」
の
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察
…
…
京
都
大
学
助
教
授
　
本
　
吉
　
良
　
治

一
歴
史
に
お
け
る
行
為
と
反
省
…
…
…
…
：
…
…
・
：
：
…
：
…
…
京
都
大
学
教
授
島
　
芳
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
講
演
順
）

☆
右
終
了
後
楽
友
会
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
会
を
開
き
ま
す
。
（
会
費
約
七
〇
〇
円
）

☆
所
属
機
関
長
宛
鴫
張
許
可
依
頼
状
御
入
周
の
方
は
京
大
文
学
部
基
督
教
学
研
究
室
ま
で
御
申
出
下
さ
い
。



　
　
　
　
會
　
　
　
告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
東
都
市
左
京
湿
吉
碑
京
都
大
畢
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
東
都
鰻
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
曾
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
｝
、
五
〇
〇
圓
又
は
牛
年

七
五
〇
圓
）
を
お
梯
書
下
さ
い

又
鉱
員
へ
の
三
三
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
；
購
入
、
及
び
装

費
に
鯛
す
る
　
切
は
東
京
都
千
代
国
織
代
官
町
二
　
創
文
就

（
振
替
口
座
東
京
九
二
照
七
二
番
　
創
文
砒
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
藏
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
佛
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
牛
年
分
）
、
會
費
は
漂
剛
と
し
て
本
誌
十
二
蒲
（
又
は
六

冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
愛
更
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
｝
年
（
又
は
牛
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す

一
、
會
員
の
軸
隠
∵
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
　
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
逓
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
遍
儒
・
新
刊
書
。
寄
購
雑
誌
等
は

本
愈
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
匿
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
畢
文
學
部
内

昭
和
三
十
九
年
八
月
三
十
日
印
刷

昭
和
三
十
九
隼
九
月
一
B
嚢
行

蛮
行
筋

編
集
人

襲
行
人

印
刷
人

印
刷
所

棚
式

曾
激

潅
　
文
　
規
　
定

東堀堀東久常編京京
1内内難俊婁契都

三蔵文田　宗　　　　　　登録
繭　　　脇i哩　　 文

藻治世三四
‘1‘　　町　　　部
六所郎二男郎　《會

創
　
　
文
　
　
肚

東
京
郷
千
鶴
臨
嚥
代
窟
町
二

野
縫
目
座
　
東
東
　
九
二
四
七
・
．
［
番

躍
話
　
丸
ノ
内
　
⑳
　
照
○
○
八
番

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
贋
告
掲
載
に
乱
す
る

件
は
「
創
文
砒
」
へ
御
串
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
儂
一

五
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
圓
）
萌
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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